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＜選定理由＞ 

本取組は、大学の教育方針である「豊かな人間性と専門性の修得」のもとに、質の高い専門職者を養成するために「対

象者（利用者）主体」をテーマに社会福祉・看護・作業療法の３領域が協働する実習を行い、連携力を養成しようとす

るものである。取組は総合的教養教育と専門教育との融合的なアプローチであり、具体的には3領域の専門職者が協働

する場面を設定し、ロールプレイを中心に体験型演習を通して、協働力を養わせようというものである。その特徴とし

ては、実社会の現場と具体性の希薄な教育現場のギャップを少なくするために、学科を超えた合同演習の場を設け、協

働の必要性を実社会に出る前に体験されるところであり、大いに教育効果が期待されるところである。 

例えば、取組にはＰＤＣＡサイクルを導入するとしながら、Pの段階における詳細な計画が十分ではないことなど、

若干不十分な点は見受けられるものの、取組の視点が非常に良いこと、社会福祉・看護・作業療法の３領域が協働する

実習を構築しやすい環境が大学に備わっていることから、前述の点についても改善を図りつつ、他大学の参考となる大

きな効果を生み出すことを期待する。 
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取組の概要【１ページ以内】 

この取組は、本学の教育方針である「豊かな人間性と専門性の修得」を目指して、質の高い

専門職者を養成するために「対象者（利用者）主体」のアプローチを社会福祉・看護・作業

療法領域（以下、３領域）の教育課程の共通テーマとして導入し、連携力の養成を位置づけるも

のである。３領域が対象となるのは、各専門性の習得のために実習教育が位置づけられており、共

通する老人保健施設が実習先であり、またこれらのすべての学科を本学は有しているからである。 

連携力に焦点を当てる理由は、近年、医療・福祉領域では、全人的ケア、統合ケアや包括ケ

アなど、対象者への総合的な支援の重要性が強調されているためである。「連携」の力は、総合

的支援の要であり、その力の必要性は対象者を主体的にとらえることに始まる。連携力は、実

践の質を左右する重要な要素でありながら、養成課程では連携の重要性は概念的な伝達にとど

まり、実践に応じた具体性を学ぶ機会はあまりない。どのように業務に臨めば良好な連携が実

現するのか、その具体的な実践力を養成するニーズが潜在している。本取組は、他の専門職者

と共同して対応する着眼点トレーニングの意味もあり、また連携を具体的にイメージできるた

めの実習の準備教育の一環である。取組では、３領域合同演習の場を設け、連携スキル学習プ

ログラムを組み入れ、実習における課題も与えて実践における連携の技能を具現化させる。 

合同演習では、３領域の専門職者の連携において課題となる場面を提示しロールプレイを中心と

する体験型演習を行なう。この場面の構成は、老人保健施設の３領域の実践者への聞き取りと参

与観察によって行なった調査（平成18年度に実施、科学研究費）の結果を基盤としており、具
体的な連携の実情と課題が反映されたプログラムである。このため、実践に即したリアリティ

のある課題対応型の演習が実施できると考えている。この場面を重視した演習方法は独創的な

ものであり、これを「シチュエーションロールプレイ」と名づける。 

この取組によって、連携力の養成の流れは「講義による知識の教育」⇒「連携スキル合同演

習教育」(本取組)⇒「実習教育（現場・臨地での実習）」⇒「専門職者としての実践」(就職)と

なり、実習教育の前段階に、連携力の具体的行為を体得するための３領域合同演習を位置づけ

る。今まで連携に関する多職種間の合同演習は他にもみられるが、連携の技能をスキルとして

明確化する視点は甚だ未開拓である。本取組により、学生一人ひとりのコミュニケーションや

連携の力、演習効果などの測定（自己・他者による評価や学習ポートフォリオの活用）を行な

い、内容の修正を重ねて、プログラム内容や合同演習方法を完成させていく予定である。 

本取組を通して、学生が卒業後、就職先で他職種と出会い、初めて連携を意識するのではなく、

教育現場（実習教育）において出会う仕組みを構築し、大学と実践現場との乖離をなくす意図があ

る。本取組では実習先の指導担当者は学生の個別評価および演習自体の評価を担当し、大学と実習

機関との協働による連携力の教育を位置づけていく。大学と実習機関を円滑につなぎ、実習の教育

的効果をあげる。この取組のなかで隣接する専門職者を目指す学生同士が接触をもち、対面的コ

ミュニケーションを活発化させ、相互に専門性の比較や検討を行ないながら、連携スキルの養

成を実現し、協働できる姿勢と能力を備えた専門職者、他の専門性を理解した上で考え行動でき

る専門職者の養成を目指す。相互の役割を意識化し、連携方法の円滑な導入をはかり、自分の業

務や発する言葉が他領域へ与える影響や、役割の連鎖を体得することを促進する。 

この取組は、学内教員の領域を越えた協働的教育の力を促進し、実習機関での教育を担う指

導担当者を学生や演習に対する評価者として構成し、連携力養成を軸に、学生同士、大学教員、

実践現場担当者の学びのコミュニティ形成を目指すものである。 
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